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第６回教育改革シンポジウム記録
私立大学等改革総合支援事業から読み解く：福山大学の教育・研究のゆくえ







教育・研究の在り方について考えたのである。当日の参加者は教員 115 名（全体の 54.2％）、職員

















































います。この中の先ほど学長が申しましたが、まず 2 番目はタイプ 1 です。1 についてどんな項目を
いくつかピックアップしていただいて、内容とどの程度深さがいるのか、ご解説いただくということ




































































年には大学・短大進学率が 43.9％に達しまして、一番多いと予測されていたケース 3に記された 68万
























スライドに示しているのが最近、平成 30 年に出ました「2040 年に向けた高等教育のグランドデザ
イン（答申）」の概要であります。これもいささか評判の悪い答申で、10 数年前に出た答申以降の政





























































ので、補助金の補助割合が 1980 年に 29.5％のピークがあって、それ以降はずーっと下がってきてい
る。
ご承知の方も多いと思いますが、実は経常費の 5割までは補助できるというふうに決めていたわけ
であります。しかし、最近では 10％をきるようになってきています。それから 2018 年からは補助金
の交付ルールが見直されて、収容定員の未充足に対する調整の強化、および教育の質が評価指標にな
ってきました。その結果、私立大学の補助金の平均支給率は 5％ちょっと、平均 5 億円です。本学は
2019 年度に５億 7,660 万円の補助金を受けていますが、一方、10 億円以上の大学が 62 校あり、上位




額 1,500万円、25年度に 1,900万余り、26年度には 2,000万強、27年度には 1,200万円、28年度には


















156 大学教育論叢 第 6号
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は基準時点です。設問ごとに基準時点が異なって




















































































































































































とめてもらっているところです。昨年度はタイプ 1 については、84 点満点中本学の得点は 39 点でし











（石津 隆 薬学部教授）薬学部の石津です。ちょっと 2点お伺いしたいんですけれども、まずタイ
プ 1 で 30 項目あるうちに今この科目を比較された理由というのをちょっとまず教えていただきたい









































票を提出し点数が良い方から 165 校程度選定され、私立大学経常費補助金特別補助として 1,000 万円
程度の補助金が交付されます。






























締め切りは 9 月 24 日にしておりますが、事前に回答をいただいて、わかる範囲内での点数を合計し
てみますと 20 点で 37％の得点となりますが、5 割から 6 割は取らないと選定の方は難しいと思われ
ます。本学においても、すでに社会連携センター中心に各学部で社会貢献をされておりますが、文部
科学省の基準でいう「本学の地域社会への貢献点数」は、20点ということになります。その内訳は次
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助成金等を県または市より補助金・
助成金等の支援を受けているか否か


































度は 9 月 30 日いうのがほとんどですが、この日まで要件を満たしていれば加点ができます。一年ご
との努力も大切です。この改革総合支援事業は立ち止まると取り残されます。取り残されたオンリー
ワンの大学にならないよう各部局において対応をお願いいたします。最後の最後に、先ほども言いま













今 18分ぐらいですけど、第 2部の全体討議は 4時




ただければと思いますのでよろしくお願いいたします。それでは後半戦は 4 時 30 分開始ですので、
また 30分にはお集りいただければと思います。よろしくお願いいたします。








































































































































































はないかと考えていただきたいと思います。タイプ 1から 4とか、1から 5まで、2018年度の場合、
170 大学教育論叢 第 6号
全てのタイプで採択になっている大学もあるんですね。どうやったら可能なのだろうと思います。今
日の説明にもありましたけど、年々ハードルが高くなっていく、容易に超えにくいハードルが加わっ
てくるのです。それでもなお全タイプで採択になるというのは、本当に我々から見たらちょっと信じ
がたい話ですが、協力し先ほど言ったように知恵を出し合えば少しでも点は上がります。本末転倒に
なってはいけない、チェックリストで点を取るのが目的ではなくて、これをきっかけに大学について
考えるということだろうと思います。今日の議論を聞きながらそんな印象を持ちました。
おわりに
（司会・佐藤教授）ありがとうございました。ちょうど予定通りもう 5時数分前になって参りました
ので本日の SD 研修会教育改革シンポジウムですがこれで終了させていただきたいと思います。本日
はお忙しい中ご参加いただきまして皆さまありがとうございました。これにて終了させていただきま
す。ありがとうございました。
